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論文内容要旨
 心臓ベクトルを三次元的に表示する方法は以前から試みられて来たが,いづれも直接空間上に
 心臓ベクトルを表示し,定量分析できる方法がなかった。著者は1965年三つの振動子とハー
 フミラーを組合せて,心臓ベクトルを直接空間上に光点の動きとして表示できる装置を試作し,
 さらに装置を改良し定量分析できるようにした。本装置によって心臓ベクトルの立体像が直接把
 握できるので従来難解であった疑RSベクトルとTベクトルのなす空間的角度も一見して理解で
 きる直観性が著しぐ向上した。また定量分析できるので,電位の大きさ,方向などが常に加味さ
 れた状態で心電図が分析できる特徴を有する。
 本研究は空間ベクトル心電図法によって健康新生児について分析したものである。検査対象と
 しては東北大学医学部附履病院で出生した男児26名,女児16名計42名について行った。正
 常例の場合に心雑音が著明に聴取された新生児お櫨ぴ未熟児は除外した。出生後1時間10分後
 から24時間以内で平均出生後の検査時間は10時間ろ0分であった。また体重の平均は5隙で
 あった。また42例中10例については新生児の左室仕事量増加に伴う日時的推移を測定する目
 的で出生後4日から10日までの範囲で繰返し測定を行なった。平均出生後の日数は6日であっ
 た。測定に際しては無麻酔で自然安眠の状態で行なった。呼吸によって心電図に若干の影響を受
 けるがこれは無視した。測定法はFrankの補正直交誘導法に従がつて電極を装着し～胸部の電
 極位置は第五肋間とした。空間ベクトル心電図の測定は心臓,ベクトルを観察しながら,心臓ベク
 トルが描く象限順位と回転方向,最大QRSベクトル,その際の水平角及び俯角または仰角を測
 定した。またスカラー12誘導心電図,平面ベクトル心電図も併せて記録した。
 空間ベクトル'〔.電図の成績について述べる。出生直後の新生児においては,胎児循環で右心室
 の仕事量が左心釜仕事量より大きいために,心室筋はほぼ左右対等かもしくは若干石室優勢であ
 る。この循環動態による左右心量筋の状態が良く反映され,右室優勢例が多いoqRSベクトル
 の回転方図は時計方向回転52例,反時計方向回転4例,8字型回転6例であった。最大QRS
 ベクトルが1.7皿VからO.8mVの範囲内に存在し,平均最大qRSベクトルは≦,25皿V士S
 DO.24mVである。その際の水平角は士Z軸近傍に存在した。これを表示するのにX軸を境界
 軸として,十Z軸方向に存在したものをA群,一Z軸力同に存在じたものをB群としたoA群の一
 平均水平角は15,コ。,B艀の平均水平角は216。であった。俯角および仰角はA群とB群
 を総合して得られた平均角は144。で俯角をハミしrも最大丁ベクトルの存在した象限は第1象
 限28例で最も多く〔1一鐙」劃浪に存在した仁1』唱.'1∵・らった。これは出生直後のスカラー心
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 電図所見と良く合致した。第H象限に9例,〔丑一皿〕象限に亘って存在した例が2例であった。
 以上の成績から新生児の特・徴は十Z軸成分が最も大きく,X軸成分冷よぴY軸成分が1・さいこと
 であるoX軸成分の小さいのは左右心室筋がほぼ対等であるために,互いに相殺ベクトルが作用
 するためである。成人のY軸成分は心室が1/2球面と考えられるので,心尖部に興奮過程が向
 う際に心内腔上方に向う相殺ベクトルが存在しないために大きい。これに対して新生児のY軸成
 分は小さく,かつ多相性である。この事実を説明するのに著者は心室を5/4球面と考え,これ
 によって心内腔上方に相殺ベクトルが生じ,との相殺ベクトルからY軸成分を考察すると合目的
 によく合致した。またz軸成分は心臓の前後面で時間遅れが存在し,かつx軸成分が小さいため
 に大きいのである。
 以上の各軸成分で形成される心臓ベクトルの軌跡は,Z軸を主役として,単純な図形を描く。
 この図形を4型に分類したoY軸を任意のパラメーターとし,A型は時計方向回転し,Z轍分
 とX朝成分の比が5:1以内のものである。これが右室優勢の典型例である。B型は時計方向自
 転でZ軸とX軸成分の比が5:1以上のものである。これが若干右室優勢と考えられる例である
 e型は8字型回転の例で左右対等と考えられるものであるoD型は反時計方向回転で'左室優勢と
 考えられるものである042伊陣Ai型10例,B型22例,G型6例,D型4例であった。
 つぎに,日時的推移による心電図所見の変化は10例中A型5例,B型4例,C型2例,1)型
 り例であったものが,A型は零でB型1例量G型7例暫D型2例であった。最大燭RSベクトル
 は1.14mV,SD士0.26mVで差はなかつ魅水平角はA群のもの2例が6例に増加し,B
 群8例が4例に鼠少した。また俯角は20.4。のものが55。となりY軸,X軸成分が共に大き
 くなり,Z軸成分との比が小さくなった。第1象限に存在したTベクトル6例は全例第H象限に
 入ったが,第1象限と第jv象限に亘って存在した1例のみが第1象限に存在した。このTベクト
 ルの変化のメカニズムは不明であるが,スカラー心電図所見とよく合致した。
 以上の成績から出生後24時間以内の新生児に語いては右室優勢であったものが,平均出生後
 日数6日で左心室の仕事量増加に伴なって,左右対等かもしくは若干左室優勢に転換することを
 空間ベクトル心電図学的に分析した。なむ空間ベクトル心電図の特徴は総合的な心獄ベクトルの
 不平衡を極めて直観的に把握できる点にある。
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 審査結果の要旨
 心筋力{興奮すると,・それに伴って電気的2重極が生じる。その2重極モーメント拷,大きさと方向
 をもつているのて,ベクトルとして表現できることに1なる。こ.れが心臓ベクトルでめる。心臓ベク
 トルはろ次元1遣損甘⊂あろカ∫,これを1次元的に表現したものが所謂心電図(正しくはスケーラー心
 電図)であ,,彪,煉土凪ぐ応用されている。さらに2次元的に平面一とに表現するとベクトル心電図
 となる。桜井はマ1き匠(二の心臓ベクトルを空間上の光、点の鋤きて直視できる装置(空聞心電計)を
 考案し窺が,それを燭いて新生児の心臓ベクトルの解析を行っている。それによると,出生直後で
 は一肢に省甕優勢qつ網が多ぐ,QRSペク1・ルの回転方向は時計方向型であり,反時計回転型や8
 字型回転をしん)す11ジi意少なかった。最大qRSベクトルの大きさは0.8～て.7mV(平均t25mV)
 で,水平角は2軸1"二iliい。Tベクトルについては,最大丁ベクトルの存在象限(桜井の設定した象
 限)では箒1象陪に入るものが最も多い。これらの所見はスケーラー心電図によって解析されてき
 た結果とよく一致ナるが,窒間心電図ではこの特長を直視することができる。
 新先婦の心減ベター・.・レ¢)特長が,2軸成分が大きく,X軸成分やY軸成分が小さいという点にあ
 ることについては,桜井ほつぎのような考察を加えている。ナなわち,X軸成分の小さいのは左右
 心室筋ン卿最電力の発'i三の点でほぼ対等であるので相殺していること,喪たY軸成分の小さいのは,
 心室を5/4面上軽薄,ラヨ、iし,Y軸方向では相殺ベクトルが生じると推測している。成人でY軸成分
 が.戦曼視て墜ソ≧いのは,心葉が1/2球面であり,心尖部に興奮が向う際に生じるベクトルに対して
 相殺て睡る・ベクトルが存イ1三しないためと考えると説明ができることになる。
 出生似.日2τ逼って観察をつづけると,出生直後右室優勢であった所見が次第に右室優勢が消え,
 生後6口で左右対等=liた11t左室賊勢の像を示してぐる。空間心電図はこのような腔過を直観的に把
 握させてくれろ,点て極めて有力な方法である。
 このよしひな新しい公豊の開発と,それを応用しての新生児の心臓ベクトルの研究は充分に学位に
 f直するもの'であるとみとめる。
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